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【看護工学は、どちらの「工」も必要】

最先端技術の研究開発

成果の公表（論文化）

教育

どうしたら（望ましくて）未だ
存在しない状態やモノを実現で
きるかを探求する学問領域

モノづくり

ことづくり

事業化

製品を造る働き、
製品を造る事業など



第7回看護理工学会学術集会のお知らせ
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ブロックチェーン（ Blockchain）

ブロックチェーン
分散型台帳技術、もしくは分散型ネットワーク

ビットコインの中核技術（サトシ・ナカモトが開発）を原型とするデータベース
である。

従来の中央集権型
（サーバー クライアント型）

サーバーに依存

分散型
各ノードは各々自分の分散管理
台帳をもち、参照可能

画期的なプラットフォーム
（仮想通貨などのお金の取引だけでなく、データの収集や記録に利用でき、
応用範囲が広い
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ブロックチェーン（ Blockchain）５
【ブロックチェーンの特徴】
１．センサ、制御、取引データを“時系列”に保存可能
２．サーバーがなくてもデータを共有可能
３．データの追跡・取得が可能
４．データ提供者に対価の支払い可能

センサ

タブレットが持つデータが一定時間後
他のPCなどで共有可能
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インターネット通信中は大丈夫？

生活空間＆センサ群

データ

対価



秘密分散技術

電子割符(でんしわっぷ)とは、秘密分散法を応用した暗号技術の一種
およびそれにより生成される分割された情報のこと

用いられた秘密分散法の特徴がそのままその電子割符の特徴となる。
1979年にShamirとBlakleyによってそれぞれ独立に異なる秘密分散法が
提案
以来、多くの秘密分散法が提案され、その数だけの種類の電子割符がある。

新たな情報運用管理手法を産み出す基礎技術として、
また機密情報保護の観点から注目を集めている。
Wikipediaより


